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川
合
　
隆
男
編

『
近
代
日
本
社
会
調
査
史
（
1
）
』

　
本
書
は
、
川
合
隆
男
氏
を
中
心
に
G
・
イ
ー
ス
ホ
ー
プ
（
浮
m
些
8
①
）
『
社

会
調
査
方
法
史
』
（
慶
鷹
通
信
、
一
九
八
二
年
）
、
S
・
P
・
シ
ャ
ド
（
ω
畠
邑

『
ド
イ
ッ
・
ワ
イ
マ
ー
ル
期
の
社
会
調
査
』
（
同
上
、
一
九
八
七
年
）
、
J
・

ベ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
瀬
轟
眞
）
他
『
国
際
比
較
調
査
の
諸
問
題
－
社
会
科
学
に

お
け
る
国
際
比
較
i
』
（
同
上
、
一
九
八
八
年
）
等
々
の
翻
訳
の
成
果
を
経
て
、

国
際
比
較
の
視
座
か
ら
「
近
代
日
本
社
会
調
査
史
」
が
企
画
さ
れ
、
今
回
、

上
梓
さ
れ
た
の
は
そ
の
第
一
巻
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
と
執
筆
者
を
示
せ

ば
次
の
通
り
．

　
第
1
章
近
代
目
本
社
会
調
査
史
研
究
序
説
（
川
合
隆
男
）

　
第
2
章
　
明
治
期
慣
行
調
査
に
み
る
「
慣
行
」
と
「
近
代
」
ー
民
事
慣

　
　
　
　
　
例
類
集
調
査
と
調
査
老
・
生
田
　
精
の
思
想
を
中
心
に
ー

　
　
　
　
　
（
竹
内
治
彦
）

　
第
3
章
明
治
期
に
お
け
る
産
業
調
査
ー
「
農
商
務
通
信
規
則
」
「
農

　
　
　
　
　
商
務
統
計
報
告
規
定
」
調
査
を
中
心
に
ー
（
平
野
　
隆
）

第
4
章

第
5
章

第
6
章

第
7
章

第
8
章

第
9
章

　
付
録

明
治
期
東
京
の
教
育
調
査
ー
『
維
新
前
東
京
市
私
立
小
学
校

教
育
法
及
維
持
法
取
調
書
』
を
め
ぐ
る
社
会
調
査
史
的
考
察

1
（
竹
村
英
樹
）

明
治
前
期
の
災
害
研
究
ー
『
地
震
報
告
』
を
め
ぐ
っ
て
ー

（
大
矢
根
　
淳
）

「
も
う
一
つ
の
社
会
」
の
発
見
ー
松
原
岩
五
郎
の
都
市
調
査

ー
（
中
村
良
二
）

横
山
源
之
助
の
『
目
本
之
下
層
社
会
』
と
『
南
米
ブ
ラ
ジ
ル

案
内
』
（
川
合
隆
男
）

明
治
期
の
住
宅
調
査
ー
近
代
化
の
陰
画
1
（
吉
野
英
岐
）

植
民
地
調
査
と
後
藤
新
平
（
村
上
綱
実
）

『
社
会
雑
誌
』
・
『
社
会
』
・
『
社
会
学
雑
誌
』
の
雑
誌
記
事
目
録

　
一
瞥
す
れ
ば
夙
に
名
高
い
調
査
や
古
典
的
地
位
を
得
た
研
究
が
考
察
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
各
章
の
内
容
を
摘
記
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ

る
。　

第
1
章
－
川
合
隆
男
氏
は
、
従
来
か
ら
の
社
会
調
査
史
の
研
究
動
向

を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
近
代
日
本
社
会
調
査
史
研
究
が
い
ま
だ
未
開
拓
の

領
域
で
あ
り
、
当
該
研
究
分
野
の
進
展
・
深
化
に
は
、
近
代
日
本
の
展
開

過
程
の
な
か
で
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
主
体
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
て
き
た
個
々

の
調
査
の
全
体
像
を
再
検
討
す
る
作
業
が
ま
ず
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
と

指
摘
し
て
い
る
（
；
丁
一
四
頁
）
。
そ
し
て
．
社
会
調
査
史
研
究
の
論
点

（
課
題
）
を
次
の
八
項
目
に
設
定
し
て
い
る
．
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紹介と批評

　
＠
個
々
の
調
査
の
全
体
像
、
⑥
歴
史
的
社
会
的
背
景
．
＠
調
査
活
動
・

調
査
運
動
の
展
開
、
⑥
経
験
的
社
会
調
査
、
経
験
的
社
会
学
の
制
度
化
、

＠
社
会
調
査
と
政
策
形
成
、
社
会
運
動
と
の
関
連
、
ω
社
会
学
思
想
、
社

会
学
理
論
、
社
会
学
史
と
の
関
連
、
㈹
社
会
調
査
、
社
会
調
査
史
と
社
会

学
教
育
、
ω
社
会
調
査
史
の
国
際
比
較
。

　
こ
の
う
ち
、
⑥
が
も
っ
と
も
重
要
な
作
業
で
、
⑥
、
◎
、
⑥
も
並
行
し

て
検
討
し
て
い
く
作
業
も
大
切
だ
と
説
い
て
い
る
（
二
〇
頁
）
。

　
ま
た
．
同
氏
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
社
会
調
査
史
の
時
期
区
分
を
次

の
三
つ
に
分
け
て
い
る
。

　
ω
社
会
調
査
の
萌
芽
期
（
一
八
六
八
年
～
一
九
一
四
年
ま
で
）
、
㈲
社

会
調
査
の
展
開
期
（
一
九
一
五
年
～
一
九
一
三
年
ま
で
）
、
⑥
社
会
調
査

の
崩
壊
期
（
一
九
三
二
年
～
一
九
四
五
年
ま
で
）
（
二
〇
頁
）
。

　
第
2
章
以
下
で
は
、
社
会
調
査
の
萌
芽
期
を
対
象
に
各
々
の
調
査
事
例

が
＠
、
⑥
を
中
心
に
論
究
さ
れ
て
い
る
。

　
第
2
章
ー
『
民
事
慣
例
類
集
』
の
調
査
者
で
あ
り
編
纂
者
の
一
人
で

あ
っ
た
生
田
精
の
足
跡
を
辿
り
な
が
ら
、
こ
の
調
査
の
全
体
像
を
描
く
と

と
も
に
、
明
治
政
府
が
実
施
し
た
諸
々
の
慣
行
調
査
の
な
か
で
、
同
調
査

を
ど
う
歴
史
的
に
位
置
づ
け
る
か
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
竹
内
治
彦
氏
は
、
司
法
省
や
法
典
調
査
会
が
行
っ
た
慣
行
調
査
と
農
商

務
省
が
行
っ
た
そ
れ
と
は
、
調
査
目
的
が
異
な
り
、
区
別
し
て
考
え
る
べ

き
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
、
民
法
、
商
法
編
纂
の
た

め
の
参
考
資
料
収
集
の
た
め
の
調
査
で
あ
り
、
後
者
は
殖
産
政
策
の
た
め

の
資
料
を
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
民
事
慣
例
類
集
調
査
は
、

近
代
的
な
法
が
施
行
さ
れ
る
べ
き
近
代
の
存
立
を
検
証
し
よ
う
と
し
て
い

た
が
、
そ
こ
に
は
未
だ
限
界
が
あ
り
仮
説
検
証
的
な
域
を
で
な
か
っ
た

（
五
二
－
五
三
頁
）
．
竹
内
氏
は
生
田
精
の
『
幾
道
巡
回
日
記
』
の
分
析
を
と

お
し
て
、
そ
の
視
点
が
単
に
全
国
の
慣
例
を
編
集
し
て
資
料
に
供
す
と
い

う
以
上
に
、
全
国
の
斉
一
性
、
す
な
わ
ち
近
代
の
発
見
に
向
け
ら
れ
て
い

た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
生
田
精
の
精
力
的
な
調
査
・
編
纂
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
先
の
調
査
は
民
法
編
纂
の
過
程
で
重
要
視
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

生
田
が
向
け
た
視
点
ー
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
近
代
（
明
治
政
府
の

地
方
行
政
）
で
な
い
、
事
実
と
し
て
の
近
代
（
交
通
の
発
展
、
流
通
の
充

実
、
文
化
の
伝
播
）
の
実
証
的
研
究
は
な
お
一
層
深
ま
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
（
五
七
－
五
八
頁
）
。

　
第
3
章
ー
ω
殖
産
興
業
政
策
過
程
（
移
植
近
代
部
門
直
営
型
政
策
、

在
来
部
門
積
極
振
興
策
、
近
代
部
門
重
視
の
間
接
管
理
型
政
策
へ
の
移

行
・
定
着
）
で
、
明
治
初
期
・
中
期
の
産
業
調
査
が
い
か
な
る
制
約
を
受

け
て
い
た
か
、
＠
明
治
期
の
産
業
調
査
の
発
展
過
程
を
、
社
会
科
学
史
の

視
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
お
り
、
主
に
「
農
商
務
通
信
規

則
」
（
一
八
八
三
年
）
、
「
農
商
務
統
計
報
告
規
定
」
（
一
八
九
四
年
）
調
査

を
事
例
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。

　
平
野
隆
氏
は
、
ω
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
項
目
の
設
定
、
実
査
方

法
は
、
各
々
の
時
期
の
経
済
政
策
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
、
＠
で
は
一
八

九
〇
年
前
後
を
転
機
と
し
て
、
業
務
統
計
的
行
政
調
査
か
ら
社
会
科
学
的

知
識
を
取
り
入
れ
た
社
会
調
査
へ
の
脱
皮
期
に
移
行
し
た
こ
と
を
例
証
し

た
。
す
な
わ
ち
、
「
理
論
の
仮
説
化
－
調
査
i
経
験
的
一
般
化
ー
理
論
の
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構
築
（
仮
説
の
修
正
）
」
と
い
う
社
会
科
学
的
社
会
調
査
の
サ
イ
ク
ル
に

照
合
し
た
場
合
、
「
農
商
務
通
信
規
則
」
と
「
農
商
務
統
計
報
告
規
定
」

に
は
明
ら
か
な
差
異
が
あ
っ
た
（
八
一
頁
）
．
後
者
の
調
査
に
至
っ
て
本
格

的
な
近
代
的
統
計
調
査
の
方
法
が
確
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
第
4
章
－
近
代
日
本
教
育
制
度
の
揺
藍
期
を
、
一
冊
の
報
告
書
『
維

新
前
東
京
市
私
立
小
学
校
教
育
法
及
維
持
法
取
調
書
』
（
一
八
九
二
年
刊
）

を
手
掛
り
に
そ
の
一
端
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
同
報
告
書
と
同
じ
時
期
に

文
部
省
に
よ
っ
て
『
日
本
教
育
史
資
料
』
が
編
ま
れ
、
刊
行
さ
れ
て
い
る

が
、
竹
村
英
樹
氏
は
両
史
料
を
比
較
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
後

者
が
全
国
の
私
塾
寺
子
屋
を
概
括
的
に
網
羅
す
る
史
料
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

前
者
は
後
者
の
補
足
に
と
ど
ま
ら
ず
、
寺
子
屋
全
般
に
つ
い
て
述
べ
た
解

説
書
で
あ
り
、
ま
た
寺
子
屋
と
明
治
前
期
の
東
京
市
私
立
小
学
校
を
比
較

す
る
こ
と
で
、
私
立
小
学
校
の
歴
史
的
位
置
を
確
認
し
て
い
る
（
九
六
頁
）
。

教
育
政
策
上
、
私
立
小
学
校
は
公
立
小
学
校
の
代
用
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
が
、
実
際
に
は
、
私
立
小
学
校
が
な
く
て
は
明
治
前
半
期
東
京
の
初

等
教
育
は
成
り
立
た
な
か
っ
た
（
一
〇
七
頁
）
。

　
第
5
章
ー
『
地
震
報
告
』
が
明
治
前
期
の
地
震
観
測
・
地
震
災
害
研

究
の
中
心
的
役
割
を
果
し
た
こ
と
、
加
え
て
そ
の
研
究
成
果
が
社
会
的
に

ど
う
還
元
さ
れ
た
か
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
大
矢
根
淳
氏
は
、
明
治
前
期

の
地
震
観
測
主
体
を
大
学
系
と
行
政
系
に
区
分
し
、
相
互
に
依
存
関
係
が

あ
る
も
の
の
行
政
系
の
地
震
観
測
に
お
い
て
特
筆
に
値
す
る
の
は
、
内
務

省
管
轄
の
も
と
で
明
治
一
八
年
以
降
明
治
末
ま
で
つ
づ
け
ら
れ
た
地
震
観

測
調
査
『
地
震
報
告
』
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
（
一
一
八
ー
一
一
九
頁
）
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
が
社
会
的
に
ど
う
還
元
さ
れ
た
か
、
『
東
京

日
日
新
聞
』
の
記
事
で
実
証
し
て
い
る
。

第
6
章
ー
中
村
良
二
氏
は
、
松
原
岩
五
郎
の
代
表
作
『
最
暗
黒
之
東

京
』
（
一
八
九
三
年
刊
）
、
『
社
会
百
方
面
』
（
一
八
九
七
年
刊
）
を
取
り
上

げ
、
方
法
論
的
に
不
十
分
で
あ
り
な
が
ら
、
す
ぐ
れ
た
社
会
調
査
の
実
践

を
社
会
調
査
史
に
正
当
に
位
置
づ
け
る
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
松
原
の

調
査
の
特
徴
は
、
調
査
対
象
へ
の
「
距
離
」
を
設
定
し
、
そ
の
設
定
を
調

整
し
続
け
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
中
村
氏
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。
「
彼
は
、
そ
の
時
最
も
興
味
あ
る
対
象
に
焦
点
を
絞
り

込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
記
録
を
非
常
に
臨
場
感
あ
る
も
の
に
し
て
き

た
。
さ
ら
に
、
そ
の
対
象
そ
の
も
の
だ
け
を
鮮
明
に
描
き
出
す
の
か
、
そ

の
対
象
を
取
り
囲
む
一
定
の
範
囲
ま
で
を
含
め
て
描
写
す
る
の
か
を
、
そ

の
時
々
で
変
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
点

を
含
み
な
が
ら
も
、
人
々
を
納
得
さ
せ
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
と
な
っ
た
所

以
で
あ
る
」
（
一
五
一
頁
）
。

　
第
7
章
－
横
山
源
之
助
の
「
社
会
観
察
」
が
近
代
日
本
社
会
調
査
史

研
究
の
う
え
で
い
か
な
る
位
置
を
占
め
る
の
か
、
『
日
本
の
下
層
社
会
』

（
一
八
九
九
年
刊
）
、
『
内
地
雑
居
後
之
目
本
』
（
同
年
刊
）
、
『
南
米
ブ
ラ
ジ

ル
案
内
』
（
一
九
二
二
年
）
を
対
象
に
考
察
さ
れ
て
い
る
．
川
合
隆
男
氏

は
、
先
に
指
摘
し
た
社
会
調
査
史
研
究
の
論
点
（
課
題
）
の
八
項
目
の
う

ち
、
も
っ
と
も
重
要
な
作
業
で
あ
る
「
個
々
の
調
査
の
全
体
像
に
つ
い
て

の
考
察
」
を
こ
れ
ら
の
文
献
を
狙
上
に
載
せ
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。
横

山
の
「
社
会
観
察
」
の
特
徴
は
徹
底
し
た
現
地
（
現
場
）
、
フ
ィ
ー
ル
ド
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を
重
視
し
た
姿
勢
に
あ
り
、
そ
の
結
果
が
近
代
日
本
社
会
調
査
史
に
お
い

て
、
先
駆
的
業
績
と
し
て
の
位
置
を
占
め
て
い
る
（
七
四
、
一
八
五
－
一
八
七

頁
）
。
さ
ら
に
、
川
合
氏
は
従
来
の
横
山
源
之
助
研
究
が
階
級
社
会
論
、
下

層
社
会
論
中
心
に
あ
り
、
二
身
の
境
遇
」
か
ら
「
社
会
の
有
様
」
を
見

据
え
よ
う
と
す
る
分
析
視
点
、
あ
る
い
は
地
域
的
特
徴
・
生
態
を
重
視
す

る
分
析
視
点
が
欠
落
し
て
お
り
、
横
山
を
再
評
価
を
し
て
い
く
場
合
、
こ

の
点
は
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
一
七
六
－
一
七
七
頁
）
。

　
第
8
章
ー
吉
野
英
岐
氏
は
、
明
治
期
を
近
代
目
本
に
お
け
る
住
宅
調

査
の
準
備
期
と
位
置
づ
け
た
う
え
で
、
当
該
期
の
住
宅
調
査
を
G
D
都
市
下

層
民
と
㈲
工
場
職
工
の
住
宅
や
住
生
活
に
関
す
る
二
類
型
に
分
け
て
論
じ

て
い
る
。

　
④
に
お
い
て
、
ω
都
市
下
層
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
群
（
明
治
二
〇
年
代
前

半
）
、
働
松
原
岩
五
郎
と
横
山
源
之
助
の
下
層
社
会
論
（
明
治
二
〇
年
代

後
半
～
三
〇
年
代
）
、
⑥
内
務
省
の
「
細
民
統
計
調
査
」
（
明
治
四
〇
年
代
）
、

＠
で
は
、
O
D
工
場
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
・
巡
覧
記
（
明
治
二
〇
年
代
後
半
）
、

働
同
上
（
明
治
三
〇
年
）
、
⑥
『
目
本
の
下
層
社
会
』
・
『
職
工
事
情
』
（
明

治
三
〇
年
代
）
．
＠
宇
野
利
右
衛
門
の
『
職
工
の
住
居
と
生
活
』
（
明
治
四

〇
年
代
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
分
析
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
通
常
の
住
居
で

は
な
く
、
急
速
な
近
代
化
・
産
業
化
の
な
か
で
発
生
し
た
歪
ん
だ
住
居
形

式
（
貧
民
窟
、
木
賃
宿
、
工
場
寄
宿
舎
、
社
宅
）
の
み
が
調
査
の
主
題
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
総
体
と
し
て
の
住
宅
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
存
在

し
な
か
っ
た
、
こ
の
事
実
こ
そ
明
治
期
の
住
宅
調
査
の
性
質
を
象
徴
的
に

表
わ
し
て
い
る
（
二
一
五
頁
）
。

　
第
9
章
ー
初
期
に
お
け
る
植
民
地
の
調
査
機
関
と
調
査
内
容
が
、
植

民
地
政
策
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
後
藤
新
平
と
満
鉄
を
中
心
に
し
て
論

じ
ら
れ
て
い
る
．
村
上
綱
実
氏
は
、
後
藤
の
経
験
的
社
会
調
査
の
重
要
性

の
認
識
は
ド
イ
ッ
留
学
時
代
に
そ
の
素
地
が
固
ま
り
、
台
湾
総
督
府
民
政

長
官
時
代
に
結
実
し
、
満
鉄
へ
も
継
承
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
二
二

六
、
…
二
八
、
二
四
〇
頁
）
．
植
民
地
の
統
治
・
経
済
開
発
の
た
め
に
伝
統
的

な
慣
習
制
度
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
、
こ
れ
が
後
藤
の
調
査
思
想

で
あ
っ
た
。
台
湾
に
お
け
る
具
体
的
な
政
策
は
「
土
地
調
査
」
と
「
台
湾

旧
慣
調
査
」
で
あ
っ
た
。
満
鉄
に
お
い
て
も
後
藤
に
よ
っ
て
調
査
機
関
の

組
織
化
が
進
め
ら
れ
た
が
、
彼
の
「
学
俗
騎
進
」
は
そ
の
後
、
植
民
地
支

配
の
技
術
へ
と
変
質
し
て
い
っ
た
（
二
二
七
頁
）
。
こ
こ
に
「
植
民
地
学
」

の
限
界
が
あ
っ
た
．

　
紹
介
が
少
々
冗
長
に
な
っ
た
が
、
本
書
は
次
の
点
で
高
く
評
価
で
き
る
。

第
一
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
が
考
察
対
象
と
し
た
「
社
会
調

査
」
は
い
ず
れ
も
高
い
学
問
的
評
価
を
受
け
て
い
る
が
、
あ
え
て
社
会
調

査
史
研
究
の
姐
上
に
載
せ
、
個
々
の
調
査
の
全
体
像
を
再
検
討
す
る
作
業

と
併
せ
て
歴
史
的
・
社
会
的
背
景
と
調
査
と
の
関
係
を
試
み
て
い
る
と
こ

ろ
に
意
義
が
あ
る
。
第
二
は
、
本
書
の
内
容
と
直
接
関
係
な
い
が
、
本
格

的
な
学
問
の
出
発
点
に
あ
た
る
大
学
院
授
業
で
の
共
同
研
究
の
成
果
と
し

て
公
刊
さ
れ
た
こ
と
の
持
つ
意
味
は
大
き
い
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
編
著
者
の
見
解
に
つ
い
て
、
や
や
疑
問
に
思
う
点
を
指
摘

し
て
み
た
い
。

　
第
一
は
．
第
1
章
と
第
2
章
以
下
の
「
社
会
調
査
」
と
の
相
互
関
連
に
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つ
い
て
で
あ
る
．
第
1
章
に
お
い
て
萌
芽
期
の
社
会
調
査
活
動
の
主
た
る

特
徴
が
述
べ
ら
れ
、
第
2
章
以
下
が
取
り
上
げ
て
い
る
調
査
対
象
に
つ
い

て
も
概
観
さ
れ
て
い
る
。
「
こ
の
期
の
社
会
調
査
活
動
は
、
行
政
権
力
に

よ
る
統
計
調
査
を
中
心
と
し
て
い
た
と
は
い
え
、
同
時
に
多
く
の
社
会
問

題
を
眼
前
に
し
て
民
間
の
在
野
の
人
々
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
実
相
を
把
握

す
ぺ
く
積
極
的
・
自
発
的
に
社
会
探
訪
や
社
会
踏
査
、
社
会
統
計
が
試
み

ら
れ
て
い
っ
た
」
時
期
と
川
合
氏
は
述
ぺ
て
い
る
（
二
二
頁
）
。
第
2
章
以

下
は
．
ま
さ
に
こ
の
こ
と
を
検
証
し
て
い
る
。
し
か
し
、
第
2
章
以
下
の

「
社
会
調
査
」
を
ど
の
よ
う
な
基
準
で
選
択
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
二

の
点
と
も
か
か
わ
っ
て
く
る
が
、
都
市
（
中
央
）
の
調
査
に
片
寄
り
す
ぎ

て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
。
も
っ
と
も
川
合
氏
は
「
は
し
が
き
」
で
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。
「
テ
ー
マ
の
と
り
あ
げ
方
に
つ
い
て
も
、
ま
た
考
察

の
方
法
に
つ
い
て
も
必
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
い
な
い
」
。
し
か
し
な
が
ら
．

全
く
各
自
の
関
心
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
第
二
は
、
近
代
化
過
程
に
お
け
る
都
市
（
中
央
）
と
農
村
（
地
方
）
を

め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
中
央
か
ら
の
調
査
通
達
に
た
い
し
、
地
方
の
末
端

機
構
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
、
地
方
に
お
い
て
「
社
会
調
査
」
は
如
何
な

る
意
味
を
持
っ
て
い
た
か
、
第
一
と
あ
わ
せ
て
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
本
書
は
、
「
上
か
ら
の
近
代
化
」
に
つ
い
て
見
事
に
検
証
し
て
い
る

が
、
「
下
か
ら
の
近
代
化
」
に
つ
い
て
の
視
点
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、
在
地
の
視
座
に
た
っ
て
展
望
す
る
こ
と
が
、
社
会
調
史
研
究
に
と

っ
て
も
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
今
日
に
お
け
る
地
方
史
の

研
究
成
果
は
、
当
該
期
の
社
会
調
査
が
中
央
だ
け
で
な
く
地
方
に
お
い
て

も
萌
芽
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
し
て
く
れ
て
い
る
。

　
冒
頭
に
記
し
た
よ
う
に
本
研
究
は
未
だ
完
成
の
途
上
に
あ
り
、
評
者
の

疑
問
点
も
第
2
巻
以
降
の
成
果
に
期
待
し
た
い
。
と
も
あ
れ
、
社
会
調
査

史
の
研
究
に
お
い
て
本
書
が
不
可
欠
の
礎
石
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
容
れ

な
い
の
で
あ
っ
て
、
編
者
並
び
に
若
き
著
者
た
ち
の
努
力
に
対
し
て
改
め

て
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。

　
な
お
、
本
書
の
刊
行
後
、
江
口
英
一
編
『
日
本
社
会
調
査
の
水
脈
』

（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
〇
年
四
月
）
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
（
慶
慮
通
信
．
一
九
八
九
年
一
一
月
、
二
七
三
頁
、
二
八
八
四
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
直
樹
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